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【津山市立小中学校・幼稚園・学校食育センター 位置図】
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R1 R2 R3 R1 R2 R3

全　 国 63.8 64.7 66.6 70.2

岡山県 64.0 66.0 65.0 69.0

津山市 62.0 68.3 64.0 62.0 64.1 68.0

対全国比 △ 1.8 △ 0.7 △ 4.6 △ 2.2

標準スコア 49.4 49.7 48.0 48.9

AB共通 AB共通
小学校
６年生

国語 算数

R1 R2 R3 R1 R2 R3

全　 国 72.8 64.6 59.8 57.2

岡山県 73.0 65.0 60.0 57.0

津山市 69.0 78.5 61.0 57.0 48.1 53.0

対全国比 △ 3.8 △ 3.6 △ 2.8 △ 4.2

標準スコア 48.3 48.6 48.8 48.4

数学

AB共通 AB共通
中学校
３年生

国語

令和３年度全国及び岡山県学力・学習状況調査の結果概要について

１ 学力調査の結果概要

〇小学校３年生から５年生については、５年生の算数を除いて、標準スコア（全国の

平均正答率を５０としたときの換算値）が５０を上回った。

〇しかしながら、それ以上の学年については、中学校１年生の国語を除いて、すべて

の学年・科目で５０を下回っている。

【成果と課題の分析】

〇成果としては、学校現場で補充学習や「書くこと」の指導に力を入れたことで、基

礎問題の正答率の改善が見られたことや、国語、算数・数学とも無回答率が改善し

たことが挙げられる。

〇一方で、課題としては、小学校からの「積み残し」と「読解力」が挙げられる。

〇特に、算数・数学については積み残しが原因で標準スコアが伸び悩んでいる傾向が

みられる。

〇また、国語においては、小学校、中学校ともに「読むこと」の領域に課題がある。

〇英語は、対話の流れに応じて英文を書くなどの活用力に課題があった。

（１）全国学力調査の結果 ※令和２年度は未実施

【小学校６年生】

【中学校３年生】
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教科 国語 算数

実施年度 Ｒ３ Ｒ３

実施学年 3年 3年

全国平均 72.1 75.5

岡山県平均 72.9 76.6

津山市平均 74.2 78.0

対全国比 2.1 2.5

標準スコア 51.0 51.3

教科

実施年度 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３

実施学年 3年 4年 3年 4年

全国平均 72.0 69.3 71.6 70.9

岡山県平均 75.4 71.1 74.7 70.1

津山市平均 74.9 74.0 76.6 71.6

対全国比 2.9 4.7 5.0 0.7

標準スコア 51.4 52.3 52.6 50.3

算数国語

教科

実施年度 R1 R2 R3 R1 R2 R3

実施学年 3年 4年 5年 3年 4年 5年

全国平均 73.7 64.5 67.8 74.5 72.7 65.3

岡山県平均 75.3 68.6 69.4 73.1 72.9 65.0

津山市平均 74.2 68.8 69.0 72.5 72.8 64.2

対全国比 0.5 4.3 1.2 ▲ 2.0 0.1 ▲ 1.1

標準スコア 50.3 51.9 50.6 48.8 50.1 49.5

国語 算数

教科 国語 算数

実施年度 Ｒ３ Ｒ３

実施学年 中１ 中１

全国平均 71.4 68.2

岡山県平均 74.7 69.3

津山市平均 72.2 66.0

対全国比 0.8 ▲ 2.2

標準スコア 50.4 48.9

教科

実施年度 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３

実施学年 中１ 中２ 中１ 中２

全国平均 63.4 68.5 66.6 58.6

岡山県平均 67.5 71.3 67.0 60.5

津山市平均 63.3 67.8 62.3 57.5

対全国比 ▲ 0.1 ▲ 0.7 ▲ 4.3 ▲ 1.1

標準スコア 50.0 49.6 47.9 49.5

国語 算数

教科

実施年度 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

全国平均 51.6 61.5 62.7 54.5

岡山県平均 54.4 58.4 63.8 56.9

津山市平均 46.5 51.5 62.8 51.6

対全国比 ▲ 5.1 ▲ 10.0 0.1 ▲ 2.9

標準スコア 47.8 45.6 50.0 48.6

英語

（２）岡山県学力調査の結果

※英語については中２のみ

（同一学年の比較なし）

【小学校３年生】 【小学校４年生】（経年比較 ３年生⇒４年生）

【小学校５年生】（経年比較 ３年生⇒４年生⇒５年生）

【中学校１年生】 【中学校２年生】（経年比較 １年生⇒２年生）

【中学校２年生】（英語）
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H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

全国 60.9 61.8 57.8 62.3 68.3 68.3 63.8 75.8

岡山県 65.9 60.3 62.2 67.3 59.1 63.5 65.0 76.3

津山市 70.4 51.9 51.9 85.2 66.7 50.0 62.5 25.0 100.0 50.0

全国比 9.5 ▲ 9.9 ▲ 5.9 4.4 ▲ 18.3 ▲ 5.8 ▲ 38.8 ▲ 25.8

県比 4.5 ▲ 8.4 ▲ 10.3 ▲ 0.6 ▲ 9.1 ▲ 1.0 ▲ 40.0 ▲ 26.3

小学校 中学校

H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

全国 19.3 23.0 20.8 20.3 45.3 51.1 49.5 49.6

岡山県 17.4 20.4 19.7 21.9 44.7 58.3 55.4 55.1

津山市 25.9 11.1 11.1 25.9 25.9 25.0 37.5 50.0 62.5 37.5

全国比 6.6 ▲ 11.9 ▲ 9.7 5.6 ▲ 20.3 ▲ 13.6 0.5 ▲ 12.1

県比 8.5 ▲ 9.3 ▲ 8.6 4.0 ▲ 19.7 ▲ 20.8 ▲ 5.4 ▲ 17.6

小学校 中学校

H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

全国 45.6 45.6 47.0 40.6 33.6 37.5 36.9 34.0

岡山県 60.4 54.3 58.3 53.8 24.5 28.2 42.7 36.5

津山市 70.4 37.0 63.0 81.5 63.0 12.5 25.0 50.0 62.5 37.5

全国比 24.8 ▲ 8.6 16.0 22.4 ▲ 21.1 ▲ 12.5 13.1 3.5

県比 10.0 ▲ 17.3 4.7 9.2 ▲ 12.0 ▲ 3.2 7.3 1.0

小学校 中学校

２ 学習状況調査の結果概要

【成果】

〇小中学生ともに、「地域の行事に参加している」〔（２）全国児童生徒質問紙④〕の項目で、

児童生徒の割合は県平均より高い。

〇小学校、中学校ともに、「自分には良いところがある」〔（２）全国児童生徒質問紙⑤〕の

項目では全国平均より高かった。

〇「国語や算数（数学）の授業が分かる」〔（３）岡山県児童生徒質問紙①、②〕の項目では、

ほとんどの学年で肯定的回答が増えている。

〇「将来の夢や目標をもっている」〔（３）岡山県児童生徒質問紙⑦〕の項目で、肯定的に

回答した生徒の割合が全国、県よりも高い。

【課題】

〇小中学生ともに、「読書時間」〔（２）全国児童生徒質問紙③〕において、「まったく読ま

ない」と回答した児童生徒の割合が全国や県平均より高い。

〇平日、テレビゲーム等（スマホ含）の時間が１日２時間以上〔（３）岡山県児童生徒質

問紙⑥〕の児童生徒の割合は、小中学校ともに高い。

（１）全国学校質問紙より

①前年度までに学習規律（私語・聞き手に向かって話をする、聞く･チャイムを守る）の維持を徹底し
たか（よく行った）

②前年度までに家庭学習の課題の与え方について、校内の教職員で共通理解を図ったか（よく行っ

た）

③前年度までに将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をしたか。（よく行った）
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H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

全国 64.4 66.2 66.1 62.5 69.6 70.6 69.8 75.9

岡山県 71.0 72.7 72.1 70.6 59.2 60.4 64.6 73.5

津山市 67.0 65.5 70.0 62.2 66.3 53.1 58.1 66.5 68.4 74.3

全国比 2.6 ▲ 0.7 3.9 3.8 ▲ 16.5 ▲ 12.5 ▲ 3.3 ▲ 1.6

県比 ▲ 4.0 ▲ 7.2 ▲ 2.1 ▲ 4.3 ▲ 6.1 ▲ 2.3 1.9 0.8

小学校 中学校

H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

全国 2.9 2.5 2.3 3.5 4.9 4.9 4.4 3.5

岡山県 1.5 1.5 1.3 2.1 6.5 6.8 5.1 3.6

津山市 1.2 2.0 1.2 2.2 2.0 7.7 9.7 5.8 5.9 3.3

全国比 1.7 0.5 1.1 1.5 ▲ 2.8 ▲ 4.8 ▲ 1.4 0.2

県比 0.3 ▲ 0.5 0.1 0.1 ▲ 1.2 ▲ 2.9 ▲ 0.7 0.3

小学校 中学校

H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

全国 35.0 62.7 68.0 58.1 16.9 45.6 50.6 43.7

岡山県 38.5 65.2 70.7 61.2 18.5 47.1 48.9 46.0

津山市 47.5 75.5 82.8 74.4 69.8 20.6 48.8 58.7 53.9 52.0

全国比 12.5 12.8 14.8 11.7 3.7 3.2 8.1 8.3

県比 9.0 10.3 12.1 8.6 2.1 1.7 9.8 6.0

小学校 中学校

H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

全国 92.2 93.3 95.5 95.5 88.3 90.2 92.3 91.9

岡山県 96.8 95.5 97.4 98.4 81.1 89.1 92.4 92.9

津山市 96.2 81.5 96.3 96.3 100.0 87.5 75.0 100.0 100.0 87.5

全国比 4.0 ▲ 11.8 0.8 4.5 ▲ 0.8 ▲ 15.2 7.7 ▲ 4.4

県比 ▲ 0.6 ▲ 14.0 ▲ 1.1 1.6 6.4 ▲ 14.1 7.6 ▲ 5.4

小学校 中学校

H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

全国 20.5 18.7 18.7 24.0 35.6 32.9 34.8 37.4

岡山県 19.2 18.6 17.4 22.3 34.4 32.5 32.2 33.7

津山市 18.6 23.3 20.0 23.3 30.1 38.7 41.4 39.9 44.3 41.6

全国比 1.9 ▲ 4.6 ▲ 1.3 ▲ 6.1 ▲ 3.1 ▲ 8.5 ▲ 5.1 ▲ 4.2

県比 0.6 ▲ 4.7 ▲ 2.6 ▲ 7.8 ▲ 4.3 ▲ 8.9 ▲ 7.7 ▲ 7.9

小学校 中学校

④前年度までに家庭学習の取組として、児童・生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教え
たか（肯定的）

（２）全国児童生徒質問紙より（小学校６年生、中学校３年生）

①家庭学習の時間①（１日当たり１時間以上する）

②家庭学習の時間②（家庭で全くしない）

③読書時間（全く読まない）

④地域行事への参加（地域の行事に参加している）
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H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

全国 77.9 84.0 81.2 76.9 70.7 78.8 74.1 76.2

岡山県 78.8 85.1 82.5 79.2 72.7 81.4 75.5 79.1

津山市 72.5 80.3 76.5 70.6 78.8 63.1 74.4 71.8 73.3 79.0

全国比 ▲ 5.4 ▲ 3.7 ▲ 4.7 1.9 ▲ 7.6 ▲ 4.4 ▲ 2.3 2.8

県比 ▲ 6.3 ▲ 4.8 ▲ 6.0 ▲ 0.4 ▲ 9.6 ▲ 7.0 ▲ 3.7 ▲ 0.1

小学校 中学校

H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３

88.4 85.9 86.6 84.3 84.9 88.8 83.5 88.7 84.8 88.2 83.5 84.6 86.0 84.4 86.5

90.2 87.0 86.7 83.8 83.1 89.7 85.8 87.7 81.5 82.5 84.0 86.6 83.6 80.2 86.0

1.8 1.1 0.1 ▲ 0.5 ▲ 1.8 0.9 2.3 ▲ 1.0 ▲ 3.3 ▲ 5.7 0.5 2.0 ▲ 2.4 ▲ 4.2 ▲ 0.5

学年 小５ 中１ 中２

年度

岡山県

津山市

対県比

H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３

87.7 86.0 86.2 83.2 84.5 84.6 84.3 85.8 84.4 88.2 74.2 76.4 77.1 80.0 82.0

85.8 82.9 83.7 81.8 83.8 83.8 86.1 86.5 83.4 86.5 73.3 82.2 76.4 79.1 83.1

▲ 1.9 ▲ 3.1 ▲ 2.5 ▲ 1.4 ▲ 0.7 ▲ 0.8 1.8 0.7 ▲ 1.0 ▲ 1.7 ▲ 0.9 5.8 ▲ 0.7 ▲ 0.9 1.1

中２学年 小５ 中１

年度

岡山県

津山市

対県比

H29 H30 H31 R2 R３

70.9 71.6 75.0 73.7 70.7

67.2 67.6 74.7 73.5 64.7

▲ 3.7 ▲ 4.0 ▲ 0.3 ▲ 0.2 ▲ 6.0

学年 中２

年度

岡山県

津山市

対県比

H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３

71.7 76.5 77.4 72.9 70.5 69.8 77.0 78.4 67.0 65.1 55.3 68.6 70.1 71.1 65.0

66.7 70.3 70.4 72.8 65.8 65.2 73.0 76.1 62.8 62.6 54.7 68.6 65.9 70.4 64.2

▲ 5.0 ▲ 6.2 ▲ 7.0 ▲ 0.1 ▲ 4.7 ▲ 4.6 ▲ 4.0 ▲ 2.3 ▲ 4.2 ▲ 2.5 ▲ 0.6 0.0 ▲ 4.2 ▲ 0.7 ▲ 0.8

学年 小５ 中１ 中２

年度

岡山県

津山市

対県比

⑤自分には、よいところがあると思う（肯定的な回答）

（３）岡山県児童生徒質問紙より（小学校５年生・中学校１年生、２年生）

①国語の授業は、分かっている(肯定的回答）

②算数〔数学〕の授業は、分かっている（肯定的回答）

③英語の授業は、分かっている（肯定的回答）

④学校の授業では、私語が少なく、落ち着いた雰囲気の中で学習している（肯定的回答）
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H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３

89.6 92.1 91.0 88.8 90.3 91.4 94.1 93.4 92.4 92.9 86.7 89.8 90.3 90.7 91.3

87.6 91.5 87.3 85.2 88.6 91.3 93.7 93.6 93.2 92.2 88.1 91.6 90.8 90.0 93.1

▲ 2.0 ▲ 0.6 ▲ 3.7 ▲ 3.6 ▲ 1.7 ▲ 0.1 ▲ 0.4 0.2 0.8 ▲ 0.7 1.4 1.8 0.5 ▲ 0.7 1.8

中２学年 小５ 中１

年度

岡山県

津山市

対県比

H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３

37.0 31.0 33.3 39.8 41.3 40.8 37.4 40.8 45.4 47.5 46.6 42.6 44.1 48.2 49.6

39.5 38.7 42.0 45.7 44.1 45.0 44.7 43.1 50.5 52.4 52.7 50.9 52.9 54.6 50.8

▲ 2.5 ▲ 7.7 ▲ 8.7 ▲ 5.9 ▲ 2.8 ▲ 4.2 ▲ 7.3 ▲ 2.3 ▲ 5.1 ▲ 4.9 ▲ 6.1 ▲ 8.3 ▲ 8.8 ▲ 6.4 ▲ 1.2対県比

学年 中１ 中２

年度

岡山県

津山市

小５

H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３ H29 H30 H31 R2 R３

88.1 90.7 90.8 86.4 89.2 83.0 86.3 85.8 78.3 81.5 70.4 74.6 75.3 72.1 74.1

86.5 89.1 86.0 85.8 87.2 84.9 86.5 86.7 78.4 85.0 72.9 76.1 73.1 68.1 78.8

▲ 1.6 ▲ 1.6 ▲ 4.8 ▲ 0.6 ▲ 2.0 1.9 0.2 0.9 0.1 3.5 2.5 1.5 ▲ 2.2 ▲ 4.0 4.7

岡山県

津山市

対県比

学年 小５ 中１ 中２

年度

⑤あいさつ（近所の人にあいさつをする）

⑥普段〔月～金〕、１日当たりテレビゲーム〔コンピューター・携帯式・スマートフォンを含む〕
の時間（1日 2時間以上する）

⑦将来の夢や目標をもっている(肯定的な回答）
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令和２年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果（市は独自集計）

１．暴力行為

１ 調査結果

２ 本市における現状

・暴力行為の発生件数については、前年度と比べ、小学校で４件減、中学校では９件増であった。

・１０００人当たりの発生件数で見ると、小・中学校ともに、全国及び県を下回っている。

・小学校では、学校警察連絡室との連携を促進し、積極的な小学校訪問を依頼、規範意識向上モデ

ル学区の取組が小学校で少しずつ定着してきていると考えている。

・中学校では、特定の生徒が暴力行為を繰り返す事案が見られた。

３ 今後に向けて

教育委員会の取組

・暴力行為につながる事案が発生した場合には、その情報を学校警察連絡室や育成センター等の

関係機関と共有し、重大な事態に至る前の早期対応に取り組んでいく。

・暴力行為の発生状況について定期的に学校へ聞き取りを行い、発生した事案については、その原

因と背景を読み解き、再発防止に向けて学校へ助言を行う。

学校の取組

・日頃から落ち着いた学習環境を整備するとともに、道徳科等の授業の充実を図り、児童生徒の道

徳心の醸成に努める。

・暴力事案やそれにつながるような事案が発生した場合には、学校として一貫した指導となるよう、

校内指導体制の不断の見直しを行うとともに、全教職員で共通理解を図る。

・児童生徒が、暴力行為を繰り返すことがないよう、児童生徒理解に基づいた丁寧な対応を進め

る。その際には、保護者との連携を徹底する。

【暴力行為】
小学校 中学校

H30 R1 R2 H30 R1 R2

全国
件数 36,536 43,614 41,056 29,320 28,518 21,293

1,000 人当たり発生件数 5.7 6.8 6.5 8.9 8.8 6.6

岡山県

(国公私立)

件数 449 523 523 650 656 507

1,000 人当たり発生件数 4.4 5.2 5.3 12.6 12.8 9.9

津山市
件数 8 11 7 15 7 16

1,000 人当たり発生件数 1.5 2.1 1.3 5.4 2.6 6.0

※「1,000 人当たりの発生件数」：発生件数計÷在籍児童（生徒）数×1,000
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２．いじめ

１ 調査結果

２ 本市における現状

・いじめの認知件数は、前年度と比べ小学校が３４件減、中学校が３２件減であった。積極的認知
※を進めているところであるが、昨年度については、コロナ禍にあって、学校生活での接触機会

が減ったことや、教職員が児童生徒の言動や関係性についてこれまで以上に目を配り、良好な

集団づくりに努めたことなどが減少の要因と考えられる。

・いじめの態様については、「冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。」が、

小中学校ともに多くを占めている。

・いじめの解消率は、小学校が６０．２％、中学校が、４８．１％でいずれも県を下回っている。

本市では、各教員が解消の１つの定義である３ヶ月を超えて丁寧に見守りを継続している。

※平成 27年 8 月 17 日 27 初児生第 26 号 平成 26 年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」の一部見直しについて

３ 今後に向けて

教育委員会の取組

・「津山市教育相談電話」をはじめ、さまざまな相談窓口について周知し、不安を抱える児童生

徒を孤立させないようにする。

・いじめを認知した、もしくはいじめが疑われる事案が発生した学校には、組織的な対応の観点

から助言を行う。

・教育相談アドバイザーとともに、各校で認知されたいじめに対し、その後の見守りの様子を丁

寧に聞き取り、解消に向けて支援する。また、再発防止に努める。

学校の取組

・学級活動や学校行事など、自分の役割を実感できる機会を設け、自己肯定感を育み、自分も他人

も大切にできる児童生徒の育成に努める。

・日頃から相談週間を設ける等、教員に相談したら気持ちが楽になるという体験の機会をつくる。

・いじめを積極的に認知し、「学校いじめ問題対策基本方針」に基づいた丁寧な対応を行う。

・「いじめ防止啓発月間（６月）」には、いじめ問題を自分たちの問題と捉え、いじめをしない、さ

せない、放置しないための主体的な取組を推進する。

【いじめ】
小学校 中学校

H30 R1 R2 H30 R1 R2

全国

認知件数 425,844 484,545 420,897 97,704 106,524 80,877

1,000 人当たり認知件数 66.0 75.8 66.5 29.8 32.8 24.9

いじめの解消率（％） 84.7 83.6 77.5 82.9 81.5 76.9

岡山県

( 国 公 私

立)

認知件数 2,502 2,268 1,877 957 1,038 775

1,000 人当たり認知件数 24.75 22.65 18.98 18.67 20.47 15.29

いじめの解消率（％） 78.8 73.5 68.2 78.0 81.5 71.0

津山市

認知件数 119 127 93 55 84 52

1,000 人当たり認知件数 21.72 23.73 17.86 19.86 30.78 19.47

いじめの解消率（％） 72.3 62.2 60.2 81.8 63.1 48.1

※「1,000 人当たりの認知件数」：認知件数÷児童生徒数×1,000



10

３．長期欠席・不登校

１ 調査結果

２ 本市における現状

・長期欠席者については、従来、年間３０日以上欠席した児童生徒が対象であったが、令和２年度

は、「欠席日数」に「出席停止・忌引き等の日数」を合計して３０日以上登校しなかった児童生

徒が対象となっている。

・長期欠席者のうち、不登校を理由とするもの（何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社

会的要因・背景により、児童生徒本人が登校しない、あるいはできない状況にあるもの。ただ

し、「病気」や「経済的理由」による者を除く。）は、前年度と比べ、小学校が１０人減、中学

校が３３人減であった。

・不登校出現率で見ると、小学校は、県を上回っているが全国と同程度、中学校は、全国及び県

を下回っている。各学校が、一人ひとりの状態や背景に合わせ、丁寧に関わってきたことが少

しずつ成果として現れているものと考えている。

３ 今後に向けて

教育委員会の取組

・「岡山型長期欠席・不登校対策スタンダード」を軸とした支援対象者リストを活用し、長期欠席・

不登校対応に取り組むことを各校へ引き続き徹底していく。

・教育相談アドバイザーが、学校とアセスメントシートを共有し、助言を行うとともに、必要に応

じて、他機関への接続をサポートする。

・登校時や別室での支援、関係機関での新たな支援体制など、個に対応した支援のあり方について

検討する。

学校の取組

・日頃から、アンケート調査等により、学校生活における満足度や人間関係等、一人ひとりの丁寧

な状態把握に努める。

・支援対象者リスト等を活用し、個々の児童生徒の状態の変化を重視した対応を徹底する。スモー

ルステップの発想のもと、次の状態へつなぐ具体的な手立てを鶴山塾等、関係機関との連携を

想定しつつ考えていく。

・迅速かつ適切な対応ができるよう、初期対応（３日目までの対応）について共通理解を行う。

【長欠・不登校】
小学校 中学校

H30 R1 R2 H30 R1 R2

全国

長期欠席者数 84,033 93,058 113,746 156,006 162,736 174,001

うち、不登校 44，841 53,350 63,350 119,687 127,922 132,777

不登校出現率(％) 0.70 0.80 1.00 3.65 3.90 4.09

岡山県

(国公私立)

長期欠席者数 1,888 1,870 2,193 2,679 2,977 3,103

うち、不登校 772 909 933 1,599 1,746 1,667

不登校出現率(％) 0.76 0.91 0.94 3.09 3.44 3.25

津山市

長期欠席者数 86 99 118 177 177 183

うち、不登校 38 66 56 85 109 76

不登校出現率(％) 0.69 1.23 1.08 3.07 3.99 2.85

※「不登校出現率（％）」：不登校児童（生徒）数÷在籍児童（生徒）数×100



令和３年度　全国体力運動能力習慣調査結果について
〇体力・運動能力調査結果　実技Ｔ得点

〇運動習慣調査　児童・生徒質問紙調査結果
□運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツをすることは好きですか。
小学校5年生

※Ｔ得点：全国平均値に対する相対的な位置を示し、単位や標準偏差が異なる調査結果を比較する。
     平均値50点、標準偏差10点の標準得点。「Ｔ得点＝50+10×（調査結果-平均値）/標準偏差」

中学校2年生
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□ふだんの１週間について聞きます。学校の保健体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふくむ）やス
ポーツを合計で１日およそどのくらいの時間していますか。
小学校5年生

分 分

□中学校を卒業した後、自主的に運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをする時間を持ちたいと思いま
すか。
中学校２年生

中学校2年生
分 分

□中学校に進んだら、授業以外でも自主的に運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツをする時間を持ちた
いと思いますか。
小学校5年生
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〇運動習慣調査　学校質問紙結果
小学校

中学校
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1.設定し

ていた

2.設定し

ていな

かった

1.全学年

で設定し

ていた

2.一部の

学年が設

定してい

た

3.設定し

ていな

かった

1.すべて

の児童に

対して

行った

2.一部の

学年の児

童に対し

て行った

3.行って

いない

1.年間を

通して

行った

2.半年程

度行った

3.３か月

程度行っ

た

4.１か月

程度行っ

た

1.始業前 2.中休み 2.昼休み 4.放課後 5.その他

全国 19,089 項目内回答率 75.8% 24.3% 41.9% 15.8% 42.3% 71.7% 7.7% 20.6% 50.5% 9.6% 13.1% 26.8% 33.7% 59.2% 43.2% 7.9% 16.1%

岡山県 297 項目内回答率 72.1% 28.0% 35.4% 24.6% 40.1% 82.8% 6.7% 10.4% 43.2% 7.1% 16.9% 32.7% 20.3% 73.7% 43.6% 7.5% 11.3%

津山市 27 回答 74.1% 25.9% 25.9% 33.3% 40.7% 74.1% 18.5% 7.4% 16.0% 12.0% 28.0% 44.0% 24.0% 60.0% 48.0% 4.0% 20.0%

1.なわと

び

2.ランニ

ング
3.体操

4.ボール

運動

5.複合し

た活動

6.運動遊

び

7.特定し

ていない
8.その他

1.縦割り

（異学年）

での交流

を行った

2.児童に

よる自主

的な準

備・計画

を取り入

れた

3.学級対

抗などの

対戦形式

を取り入

れた

4.数値目

標を設定

した

5.記録

カードな

どを活用

し自己の

成果を記

録した

6.児童が

行える運

動遊びの

種類を多

く設定した

7.その他

全国 19,089 項目内回答率 66.2% 55.8% 15.5% 18.6% 15.3% 29.9% 2.6% 12.0% 36.0% 38.8% 16.8% 34.4% 63.5% 24.1% 5.5%

岡山県 297 項目内回答率 68.4% 49.3% 10.2% 21.8% 15.0% 34.2% 3.8% 12.4% 51.9% 39.9% 24.4% 36.1% 66.5% 27.1% 5.3%

津山市 27 回答 56.0% 36.0% 12.0% 32.0% 8.0% 28.0% 8.0% 24.0% 32.0% 52.0% 32.0% 28.0% 76.0% 20.0% 8.0%

1.全教師

が参加す

る

2.該当学

年の担当

教師が参

加する

3.一部担

当教師が

参加する

1.増えた

2.ほとん

ど変わら

ない

3.減った
1.よくして

いる

2.どちら

かといえ

ばしてい

る

3.あまりし

ていない

4.全くして

いない

全国 19,089 項目内回答率 56.6% 26.2% 17.2% 16.2% 55.8% 28.0% 11.3% 57.5% 29.3% 1.8%

岡山県 297 項目内回答率 65.4% 22.2% 12.4% 24.1% 60.5% 15.4% 14.1% 58.9% 25.3% 1.7%

津山市 27 回答 36.0% 40.0% 24.0% 28.0% 60.0% 12.0% 0.0% 81.5% 14.8% 3.7%

小学校

小学校

（２）体育授業以外での体力・運動能力の向上に係る取組

（２）体育授業以外での体力・運動能力の向上に係る取組

Q3-4.活動の内容

（複数回答可）

Q3-5.活動を行う上での取組

（複数回答可）

Q3-3.取組を行った時間

（複数回答可）

小学校
調査数

（枚数）
集計項目

集計項目

Q1.前年度、学校全

体の体力･運動能力

向上の目標設定

Q2.前年度、学年としての体力･

運動能力向上の目標設定

Q3.体育授業以外での、

体力・運動

能力の向上に係る取組

（１）児童の体力・運動能力の向上に係る取組について

Q3-2.取組を行った期間

調査数

（枚数）

調査数

（枚数）
集計項目

（２）体育授業以外での体力・運動能力の向上に係る取組

Q3-6. 教師の参加状況 Q3-7.取組時間の変化

Q4.研修や研究会に参加し、

体力・運動能力の

向上に係る取組に反映

1.設定し

ていた

2.設定し

ていな

かった

1.全学年

で設定し

ていた

2.一部の

学年が設

定してい

た

3.設定し

ていな

かった

1.すべて

の生徒に

対して

行った

2.一部の

学年の生

徒に対し

て行った

3.行って

いない

1.年間を

通して

行った

2.半年程

度行った

3.３か月

程度行っ

た

4.１か月

程度行っ

た

1.始業前 2.中休み 3.昼休み 4.放課後 5.その他

全国 9,541 項目内回答率 68.3% 31.7% 47.2% 6.2% 46.6% 41.0% 9.7% 49.3% 61.2% 6.6% 10.1% 22.1% 23.8% 1.6% 30.1% 33.5% 36.6%

岡山県 124 項目内回答率 50.0% 50.0% 33.1% 12.1% 54.8% 36.3% 10.5% 53.2% 44.8% 17.2% 6.9% 31.0% 22.4% 1.7% 25.9% 25.9% 48.3%

津山市 8 回答 37.5% 62.5% 12.5% 12.5% 75.0% 37.5% 0.0% 62.5% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3%

1.なわと

び

2.ランニ

ング
3.体操

4.ボール

運動

5.複合し

た活動

6.運動遊

び

7.特定し

ていない
8.その他

1.縦割り

（異学年）

での交流

を行った

2.生徒に

よる自主

的な準

備・計画

を取り入

れた

3.学級対

抗などの

対戦形式

を取り入

れた

4.数値目

標を設定

した

5.記録

カードな

どを活用

し自己の

成果を記

録した

6.生徒が

行える運

動遊びの

種類を多

く設定した

7.その他

全国 9,541 項目内回答率 17.8% 46.3% 17.6% 23.5% 26.2% 17.8% 10.7% 17.2% 31.3% 48.9% 21.1% 22.0% 20.9% 20.8% 9.5%

岡山県 124 項目内回答率 22.4% 46.6% 24.1% 24.1% 20.7% 25.9% 13.8% 6.9% 20.7% 60.3% 17.2% 27.6% 29.3% 24.1% 3.5%

津山市 8 回答 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 66.7% 33.3% 33.3% 33.3% 33.3% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1.全教師

が参加す

る

2.該当学

年の担当

教師が参

加する

3.一部担

当教師が

参加する

1.増えた

2.ほとん

ど変わら

ない

3.減った
1.よくして

いる

2.どちら

かといえ

ばしてい

る

3.あまりし

ていない

4.全くして

いない

全国 9,541 項目内回答率 24.5% 20.2% 55.3% 16.7% 67.1% 16.2% 11.1% 56.0% 29.7% 3.3%

岡山県 124 項目内回答率 17.2% 22.4% 60.3% 27.6% 62.1% 10.3% 9.7% 55.7% 33.1% 1.6%

津山市 8 回答 33.3% 33.3% 33.3% 33.3% 66.7% 0.0% 12.5% 50.0% 25.0% 12.5%

Q3-7.取組時間の変化

Q4.研修や研究会に参加し、

体力・運動能力の

向上に係る取組に反映

Q3-6. 教師の参加状況

（２）体育授業以外での体力・運動能力の向上に係る取組

Q3.体育授業以外で、

体力・運動能力の

向上に係る取組

（１）生徒の体力・運動能力の向上に係る取組について

中学校

中学校
調査数

（枚数）

Q2.前年度、学年としての体力･

運動能力向上の目標設定

中学校
調査数

（枚数）
集計項目

（２）体育授業以外での体力・運動能力の向上に係る取組

Q3-4.活動の内容

（複数回答可）

Q3-5.活動を行う上での取組

（複数回答可）

（２）体育授業以外での体力・運動能力の向上に係る取組

調査数

（枚数）
集計項目

Q1.前年度、学校全

体の体力･運動能力

向上の目標設定

Q3-2.取組を行った期間
Q3-3.取組を行った時間

（複数回答可）

集計項目



令和３年４月

津山市教育委員会

学校教育課

令和２年度

スマートフォン等の利用に関する
実態調査の結果について

　１　調査の目的

　　　　  児童生徒のスマートフォン等の所持や利用の状況、トラブル等の実態などを把握することで、

　　　児童生徒への指導や保護者への啓発等、今後の取組に資する。

　２　調査の実施時期

　　　　令和２年１２月～令和３年１月

　３　調査の概要

　　　　・小学校５年生と中学校２年生の全ての児童生徒を対象

　　　　・市内の小学校２７校、中学校８校全ての小中学校で実施

　　　〈調査への回答者数〉

　　　　　小学校５年生　　８２０人

　　　　　中学校２年生　　７２２人

　　　　　合計　　１，５４２人　

　４　備考

　　　本報告書において、

　　　　・スマホ等とは、スマホ（スマートフォン）またはケータイ（従来型の携帯電話）のことを表す。

　　　　・小学生とは、小学校５年生、中学生とは、中学２年生を指す。
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（１）　スマホ等の利用状況について

①スマホ等の所持率
　　・自分の使うスマホ等を持っている割合は、小学生43.9%、中学生75.7%であり、緩やかに増加している。　　
　　・持つきっかけは、小中学校ともに、「家族との連絡のため」が最多であった。

②長時間利用の割合　
　　・平日１日に平均２時間以上使用している割合は、小学生26.1%、中学生59.6%となった。
　　　

③スマホ等を利用する時
　　・スマホ等をよく利用する時は、小学中学校ともに「自宅で家族といるとき」、「自宅で一人でいるとき」が　　
　　　多い。

④家にいるときに何に利用しているか
　　・小学校は、「ゲーム」「音楽や動画の視聴等」が最多となった。中学校では、「友達との会話（ＳＮＳ含　
　　　む）」が最多となり、次で小学校と同様に、「ゲーム」「音楽や動画の視聴等」が多くなっている。

①　スマホ等の所持率（％）　

〈 概 要 〉

小学校 中学校

Ｈ３０ ４２．５ ７０．５

Ｒ１ ４３．５ ７３．３

Ｒ２ ４３．９ ７５．７

・持つきっかけは？（％）　【複数回答】

小中学校ともに緩やかに増加

きっかけは「家族との連絡」が最多。現在の使用状況は・・・

小学校 中学校
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②　平日１日のスマホ等の利用時間別割合（％）

③スマホ等をよく利用する時（％）【複数回答】
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津山市の目標「２時間以上使用する割合を
　　　　　　　　　　　小学校３０％以内、中学校４０％以内にする」

④家にいるときにスマホ等を何に利用しているか？（％）【複数回答】
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結局、何に利用しているのか？
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（２）　スマホ等への依存について

〈 概 要 〉

①スマホ、ネット、ゲーム機などの利用のために減った時間が「ある」
　　・スマホ、ネット、ゲーム機などの利用のために「減った時間がある」と回答した割合は、小学生32.5%、
　　　中学生40.6%であった。中学校で緩やかな増加が見られる。

②減った時間の具体
　　・①の「減った時間」の具体として、「テレビを見る時間」が多く選ばれており、児童生徒がメディアに触

　　　れる媒体の変化が読み取れる。

　　　また、小中学校ともに、他の選択肢に比べ「睡眠時間」「学習時間」の割合が高く、スマホ、ゲーム等の　

　　　利用が日常生活や学習面へ影響を及ぼしていることがわかる。

①　スマホ、ネット、ゲーム機などの利用のために減った時間が「ある」と回答した割合（％）

②　スマホ、ネット、ゲーム機などを利用した為に減った時間 は？（％）【複数回答】

小学校 中学校

Ｈ３０ ３３．２ ３６．７

Ｒ１ ２６．３ ３７．２

Ｒ２ ３２．５ ４０．６

小学校は３０％前後で推移。
中学校は緩やかに増加。
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（３）　スマホやネットなどを介したいじめやトラブルについて

〈 概 要 〉

①インターネットやコミュニケーションサービスを利用することで悩みや負担があるか　
　　・インターネットやコミュニケーションサービスを利用することで悩みや負担が「ある」と回答した割合は、
　　  小学生11.2%、中学生17.9%であった。小中学校ともに、増加傾向にある。

②具体的な悩みや負担

　　・①の具体的な悩みや負担として、「勉強に集中できなくなる」「睡眠不足になる」が最多であった。これ
　　　らの結果からも、スマホ、ゲーム等の利用が日常生活や学習面へ影響を及ぼしていることがわかる。

③インターネットやコミュニケーションサービスで嫌な経験をしたことがあるか
　　・インターネットやコミュニケーションサービスで嫌な経験が「ある」と回答した割合は、小学生9.4%、中
    　 学生10.8%であった。中学校で、今年度減少した。

④具体的な嫌な経験　
　　・③の具体的な嫌な経験として、小学校では、「ゲームの中でトラブルになった」、中学校では、「書き込
　 　 んだ内容が誤解された」が最多であった。

⑤相談相手　

　　・小中学校ともに、４０％程度が「相談していない」と回答した。
　　・小中学校ともに、複数回答で４０％程度が「家族」に相談しており、スマホ等の問題では、家庭への啓
　　  発が重要であるとことが伺える。

　　・横の関係が重視される思春期の特徴を反映してか、「友達」に相談したという回答が中学校になると大　　
　　　きく伸びている。　

①　インターネットやコミュニケーションサービスを利用することで悩みや負担が「ある」と回答した割合（％）

小学校 中学校

Ｈ３０ ８．９ ８．３

Ｒ１ ６．７ １３．８

Ｒ２ １１．２ １７．９

小中学校ともに増加傾向。

②　インターネットやコミュニケーションサービスを利用することでの具体的な悩みや負担（％）【複数回答】
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③　インターネットやコミュニケーションサービスで嫌な経験が「ある」と回答した割合（％）

④　インターネットやコミュニケーションサービスでの具体的な嫌な経験（％）【複数回答】

小学校 中学校

Ｈ３０ ８．８ １３．１

Ｒ１ ６．４ １４．８

Ｒ２ ９．４ １０．８

小学校で増加傾向。
中学校では、今年度減少。
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⑤　嫌なことがあったときに相談した相手（％）【複数回答】

誰に相談？

0.0 
10.0 
20.0 
30.0 
40.0 
50.0 
60.0 
70.0 
80.0 

家族 友達 先生 相談していない その他

小学校

0.0 
10.0 
20.0 
30.0 
40.0 
50.0 
60.0 
70.0 
80.0 

家族 友達 先生 相談していない その他

中学校

　・横の関係が重視される思春期の特徴を反映してか、「友達」に相談　　
　　したという回答が中学校になると大きく伸びている。
　・小中学校ともに、４０％程度が家族に相談している。家庭への啓発　　
　　が重要となる。
　・４０％程度の児童生徒は相談をしていない。
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（４）　スマホなどの利用に関する家庭のルールや、ネットの危険性など

　　　に関する学習について

①家庭のルールがあるか
　  ・スマホなどに関する家庭のルールが「ある」と回答した割合は、小学生61.9%、中学生57.5%であった。　　

②スマホやネット等の危険性について学んだことがあるか　
　　・スマホやネット等の危険性について学んだことが「ある」と回答した割合は、小学生85.4%、中学生 
        87.4%であった。
   　・「学校」から学んだという回答が80％以上なのに対し、「保護者」から学んだという回答は、40～50％に
　　　とどまった。
　　　
③フィルタリング設定
　　・フィルタリングを設定している割合（ネットにつながらないを含む）は、小学校が31.7％、中学校が　　
　　　35.0％であった。　

〈 概 要 〉

①　スマホなどの利用に関して家庭のルールが「ある」と回答した割合（％）

②　スマホやネット等の危険性について学んだことが「ある」と回答した割合（％）

小学校 中学校

Ｈ３０ ５９．５ ５０．７

Ｒ１ ５９．７ ５７．２

Ｒ２ ６１．９ ５７．５

家庭のルールづくりが少しず
つ進んでいる。

小学校 中学校

Ｈ３０ ８８．４ ８６．３

Ｒ１ ８３．７ ８４．９

Ｒ２ ８５．４ ８７．４

小中学校ともに、８０％以上が
学んだと回答。

      スマホやネット等の危険性について学んだ相手・方法（％）【複数回答】

④　フィルタリング機能を設定している（％）

小学校 中学校

Ｒ２ ３１．７ ３５．０

※「ネットが使えない機種・設定」と回答した児童生徒を含む。
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（５）　総合考察　

【短期的な対策】
□　『ネット依存防止マニュアル』を活用し、各校が、自校の児童生徒のスマホ等の使用に関
　　　する実態を継続的に把握する。（⇒取り組みに活かす。）

□　「チャレンジ・ハッピーデー」（５月・１１月）を各校で実施し、児童生徒の生活がスマホや
　　　ゲーム、テレビ等に縛られないよう、児童生徒、保護者へ啓発する。

□　ＰＴＡ研修会や親（保護者）学講座、地区懇談会で直接、情報提供を行う。

【中長期的な対策】
□　各学校に『ＳＮＳノートおおさか』の活用を働きかけ、児童生徒の情報モラル・リテラシーの
　　強化を図る。　

□　児童生徒や保護者を交えた意見交流の機会、例えば、親（保護者）学研修講座や子育て　
　　　ワークショップ等を設定して、家庭と連携したメディアコントロールの取組を推進する。

□　学校における情報モラル教育をより主体的で、児童生徒が課題意識をもてるような取組
　　　にしていく。

（６）　今後の取組　

●スマホ等の所持率、使用時間は、緩やかに増加し続けている。

●インターネットなどの利用に伴い、勉強に集中できないことや睡眠不足を悩みとして抱えて
　  いる児童生徒が多い。

●持つきっかけは、「家族との連絡」が最多であるが、所持後の実態としては、「ゲーム」「動画
　 等の視聴」「友達とのやり取り（ＳＮＳ含む）」が多くなっている。

●インターネット上などでの嫌な経験として、小学校は「ゲーム中のトラブル」、中学校は「書き
　 込んだ内容の誤解」という結果であり、発達段階の特徴が見られた。
　⇒実態に合わせた情報モラル教育を行うことでより効果的な指導となると考えられる。

●嫌なことがあったときには、学校より家族への相談が多いが、家庭での危険性の学習やフィ
　 ルタリングの活用が低調。
　⇒児童生徒を守るためには、家庭への啓発が重要と言える。
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令和２年度 津山市教育支援委員会 就学の状況について

1 津山市の就学について
就学について、個票の提出された１４４名について、専門家等から構成される津山市教育支援

委員会を開催し、保護者の意向、本人の障害の状態、園・学校等での様子や意見、医学的・教育

学的な見地等総合的な観点から、本人の教育的ニーズに最も適した「学びの場｣を審議した。

令和２年度就学の状況（令和元年度数値）

【令和２年度就学の状況等から】

・個票提出数は減少したが、個票提出数に対する就学先の割合は、昨年とほぼ同じである。

※知的：R1：30％→R２：31％ 自情：R1：47％→R２：48％

・今年度より、小中学校で提出時期を変更（R１:６月末→R２:８月下旬）したことで、１学期末

の懇談で保護者と共有した上で個票の提出がなされた。

・個票や診断書・検査の提出が遅くなるケースが見られた。

【令和３年度の就学に向けて】

幼児・児童・生徒の自立と社会参加を見据えて、その時点での教育的ニーズに最も的確に応え

る指導を提供することが重要である。

・長期的な視点に立ち、早期からの教育相談・就学相談を進めること。その際、就学について

適切な情報提供を行い、組織として対応すること。

・「学びの場」の変更を含め、一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導や必要な支援方法

を定期的に見直すこと。（教育支援計画等の見直しや引継ぎ等）

個票提

出者数

内 訳

通常の

学級

特別支援学級 県立特

別支援

学校

その他
知的 自情 難聴

小学校就学

（年長）

４１

（５０）

９

（９）

１６

（９）

１２

（２５）

０

（０）

３

（７）

１

（０）

小学校在籍

（１～５年）

４０

（４９）

７

（７）

１２

（２７）

２０

（１４）

０

（０）

１

（１）

０

（０）

中学校進学

（小６）

５４

（５９）

３

（９）

１６

（１４）

３０

（３２）

２

（０）

３

（４）

０

（０）

中学校在籍

（１・２年）

９

（９）

１

（１）

１

（０）

７

（８）

０

（０）

０

（０）

０

（０）

合計
１４４

（１６７）

２０

（２６）

４５

（５０）

６９

（７９）

２

（０）

７

（１２）

１

（０）

令和３年３月２日

学 校 教 育 課
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2 津山市の特別支援学級の状況について
特別支援学級在籍数については、引き続き増加傾向にあります（前年比 小：101％、中：

111％ 小中：104％）。中学校では、自閉症・情緒障害支援学級に在籍する生徒数の増加が顕

著です。

【小学校】

＜特別支援学級数＞ ５/1時点 ※R3は推定 ＜特別支援学級児童数＞ ５/1時点 ※R3は推定

【中学校】

＜特別支援学級数＞５/1時点 ※R3は推定 ＜特別支援学級生徒数＞５/1時点 ※R3は推定

年度 知的 聴覚 自情 視覚 病弱 肢体 計

H２７ ２４ １ ３０ ０ １ ０ ５６

H２８ ２５ １ ３０ ０ １ ０ ５７

H２９ ２４ １ ３１ ０ １ ０ ５７

H３０ ２４ １ ３２ ０ １ ０ ５８

Ｒ１ ２５ １ ３３ ０ １ ０ ６０

Ｒ２ ２６ １ ３６ ０ １ ０ ６４

Ｒ３ ２６ 1 ３６ ０ １ ０ ６４

年度 知的 聴覚 自情 視覚 病弱 肢体 計

H２７ ９１ ３ １３５ ０ １ ０ ２３０

H２８ ９３ ２ １３８ ０ ０ ０ ２３３

H２９ ９０ ３ １５０ ０ ０ ０ ２４３

H３０ ９３ ５ １６１ ０ ０ ０ ２５９

Ｒ１ １１１ ５ １７２ ０ ０ ０ ２８８

Ｒ２ １２２ ４ １７４ ０ １ ０ ３０１

Ｒ３ １２５ ２ １７５ ０ ０ ３０２

年度 知的 聴覚 自情 視覚 病弱 肢体 計

H２７ １１ ０ １０ ０ １ ０ ２２

H２８ １２ １ ９ ０ １ ０ ２３

H２９ １２ １ １０ ０ １ ０ ２４

H３０ １１ １ １１ ０ １ ０ ２４

Ｒ１ ９ １ １２ ０ １ ０ ２３

Ｒ２ １１ １ １３ ０ １ ０ ２６

Ｒ３ １０ 1 １５ ０ １ ０ ２７

年度 知的 聴覚 自情 視覚 病弱 肢体 計

H２７ ５３ ０ ４６ ０ １ ０ １００

H２８ ５９ １ ４８ ０ ０ ０ １０８

H２９ ６１ １ ５１ ０ １ ０ １１４

H３０ ６１ ２ ５４ ０ ０ ０ １１７

Ｒ１ ５２ １ ５４ ０ ０ ０ １０７

Ｒ２ ４６ １ ６６ ０ ０ ０ １１３

Ｒ３ ４１ ２ ８２ ０ ０ ０ １２５

0
50

100
150
200
250
300
350
400

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

特別支援学級在籍児童・生徒数

小学校

中学校
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【小学校】　知的・自情児童数

知的 自情

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

H2 7 H2 8 H29 H30 R1 R2 R3

【中学校】　知的・自情生徒数
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教諭 指導教諭 主幹教諭 教諭 指導教諭 主幹教諭

20
～29

87 0 0 44 0 0 10 12 1
30
～39

85 0 0 45 0 0 8 7 0
40
～49

45 6 6 26 2 5 3 6 3
50
～59

61 5 0 31 2 0 8 7 0
60
以上

20 0 0 12 0 0 3 2 0
合計
(人) 298 11 6 158 4 5 32 34 4

小学校 中学校
年齢 養護教諭 事務職員 栄養教諭

20代
29%

30代
29%

40代
15%

50代
20%

60代
7%

小学校教諭 年齢分布

20代
28%

30代
28%

40代
16%

50代
20%

60代
8%

中学校教諭 年齢分布

20代
31%

30代
25%

40代
10%

50代
25%

60代
9%

養護教諭 年齢分布

20代
35%

30代
20%

40代
18%

50代
21%

60代
6%

事務職員 年齢分布

令和3年度　小中学校教員年齢構成一覧
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令和３年度　児童生徒数・学級数一覧 (R3.5.1現在)

1 2 3 4 5 6 計

1 東 54 44 44 39 31 38 250 2 2 2 2 1 2 11 0 3 2 2 2 1     10 2 260 13

2 西 27 20 33 25 35 25 165 1 1 1 1 1 1 6 0 5 5 3 1 6     20 3 185 9

3 南 17 19 24 17 29 28 134 1 1 1 1 1 1 6 1 1 2 1 4 2     11 3 145 9

4 北 41 38 41 40 38 33 231 2 2 2 2 2 1 11 0 0 3 5 1 0       9 2 240 13

5 林田 36 38 33 37 43 37 224 2 2 1 2 2 1 10 2 2 3 4 2 5     18 3 242 13

6 鶴山 44 53 63 54 64 66 344 2 2 2 2 2 2 12 1 1 7 5 5 3     22 3 366 15

7 弥生 78 64 67 83 93 68 453 3 2 2 3 3 2 15 5 1 4 4 3 4     21 4 474 19

8 向陽 29 32 26 43 28 41 199 1 1 1 2 1 2 8 1 3 2 2 4 3     15 3 214 11

9 院庄 29 16 24 18 19 20 126 1 1 1 1 1 1 6 1 1 2 3 0 1       8 2 134 8

10 佐良山 53 41 40 39 43 44 260 2 2 2 2 2 2 12 4 1 3 3 3 2     16 3 276 15

11 一宮 74 96 68 61 60 80 439 3 3 2 2 2 3 15 3 2 4 6 6 5     26 4 465 19

12 高田 14 12 20 16 16 16 94 1 1 1 1 1 1 6 0 0 0 1 3 2       6 2 100 8

13 清泉 14 6 6 8 15 15 64 1 1 1 1 1 1 6 0 0 0 1 1 1       3 1 67 7

14 高倉 14 14 25 13 16 15 97 1 1 1 1 1 1 6 0 0 2 2 1 2       7 2 104 8

15 高野 80 61 65 59 77 53 395 3 2 2 2 2 2 13 1 4 7 2 10 6     30 5 425 18

16 成名 17 12 16 15 16 14 90 1 1 1 1 1 1 6 0 0 0 1 3 0       4 2 94 8

17 河辺 46 56 48 48 38 48 284 2 2 2 2 1 2 11 3 3 2 4 1 4     17 3 301 14

18 大崎 21 31 33 35 26 24 170 1 1 1 1 1 1 6 0 4 0 3 2 1     10 2 180 8

19 広野 17 17 23 21 12 25 115 1 1 1 1 1 1 6 1 5 2 2 1 1     12 3 127 9

20 加茂 21 15 22 26 33 20 137 1 1 1 1 1 1 6 1 0 0 0 3 1       5 2 142 8

21 新野 14 19 18 14 11 20 96 1 1 1 1 1 1 6 1 0 2 0 1 1       5 2 101 8

22 広戸 9 6 12 13 6 10 56 1 1 1 1 1 1 6 0 0 0 0 0 0          0 56 6

23 勝加茂 17 18 26 23 17 20 121 1 1 1 1 1 1 6 2 1 0 2 2 3     10 2 131 8

24 喬松 6 6 4 9 8 13 46 1 1 1 1 1 1 6 0 0 0 0 1 0       1 1 47 7

25 中正 12 8 13 11 8 8 60 1 1 1 1 1 1 6 0 0 1 2 4 1       8 2 68 8

26 誠道 14 15 12 19 13 12 85 1 1 1 1 1 1 6 0 1 1 0 1 0       3 1 88 7

27 秀実 11 15 20 19 13 12 90 1 1 1 1 1 1 6 0 1 1 0 2 1       5 1 95 7

809 772 826 805 808 805 4,825 39 37 35 38 35 36 220 27 39 55 58 67 56    302 63 5,127 283

1 津山東 212 196 224 632 6 6 6 18 14 10 8     32 5 664 23

2 中道 105 106 112 323 3 4 4 11 3 6 6     15 3 338 14

3 北陵 205 197 194 596 6 6 6 18 6 6 4     16 3 612 21

4 鶴山 66 70 70 206 2 2 2 6 0 3 3       6 2 212 8

5 津山西 105 125 134 364 3 4 4 11 14 13 4     31 6 395 17

6 加茂 27 44 35 106 1 2 1 4 1 1 1       3 2 109 6

7 勝北 42 39 58 139 2 2 2 6 5 7 2     14 3 153 9

8 久米 47 49 51 147 2 2 2 6 6 2 1       9 2 156 8

809 826 878 2,513 25 28 27 80 49 48 29    126 26 2,639 106

通常学級在籍児童数 通常学級数(実学級数) 特別支援学級 総計

児童・生徒数

計

計

学校名
1 2 3 4 5 6 計 1 2 3 4 5 6 計 学級数

児童
生徒数

学級数

25



令和４年３月現在

①ネットワーク増強（全学校１Ｇ化）
校内ネットワークをベストエフォート（理論値）１Ｇとなるよう、ネット
ワーク機器やＬＡＮケーブル等の取り替え及び充電保管庫設置の工
事を実施し、令和３年２月に完成。

②インターネット増強
市役所のセンターへの回線容量をベストエフォート１Ｇ×４本に増強す
るとともに、ＮＴＴ、テレビ津山光回線への変更等により、各学校への
回線容量を令和３年９月に増強。

③高速無線ＬＡＮ 普通教室への既設アクセスポイントに加え、特別支援教室・理科室・
通級指導教室への工事を実施し、令和３年２月に整備完了。

④サポート体制
児童生徒用端末の整備に合わせ、令和３年１月からＩＣＴ支援員
を配置し、コールセンターや定期学校巡回、そしてトラブル対応の駆け
つけ対応を行っている。

⑤安全対策

「校務系（主に職員室で使用）」と「学習系（主に授業で使用）」に
分けて運用。インターネットフィルタリングにより監視。
教員用の端末は、閲覧の履歴や遠隔操作ができる。児童生徒用端
末は、グーグルの管理ツールを活用したフィルタリングと合わせて、個別の
リストによるフィルタリングを実施

⑥学習者用ＰＣ 令和２年度中に１人１台の端末を整備完了（GoogleChrome）

⑦教師用ＰＣ

【指導用】普通教室に１台タブレットを設置（令和４年度までに授業
を行う教員１人１台の整備予定）
【校務用】常勤職員１人１台＋αのデスクトップ型ＰＣを配置
普通教室にはプロジェクタ、スクリーン、書画カメラを設置　デジタル教科
書も活用

⑧校務支援 統合型校務支援システム「Ｃ４ｔｈ」を活用

⑨授業支援ツール
授業支援ツール　GoogleWorkspace、タブレットドリル
プログラミング教育用教材
ソニー「ＭＥＳＨ」を整備し、教育委員会で管理、貸出

ＩＣＴ環境整備の状況
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「令和の日本型学校教育」の構築を目指して

～全ての子供たちの可能性を引き出す、

個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）

総論解説
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津山市教育振興基本計画策定までの主な経過

年 月 日 内 容

令和３年

5月 27 日
定例教育委員会にて委員委嘱の承認

6月 28 日
第 1回津山市教育振興基本計画検討委員会

○委員委嘱、委員長・副委員長の選任、意見交換

7月 26 日

第 2回津山市教育振興基本計画検討委員会

○計画の構成、第 1章（策定の趣旨）、第 2章（現状と課題）

第 3章（主な取組）検討

8月 23 日
第 3回津山市教育振興基本計画検討委員会

○計画の概要検討

10 月 25 日
第 4回津山市教育振興基本計画検討委員会

○第 3章（計画期間に取り組む施策）素案検討

11 月 30 日

第 5回津山市教育振興基本計画検討委員会

○第 3章（計画期間に取り組む施策）素案、第 4章（計画の実

現に向けて）検討

12 月 20 日
第 6回津山市教育振興基本計画検討委員会

○津山市教育振興基本計画（第 3期）（素案）の決定

令和４年

1月 14 日
津山市教育委員会へ提案書の提出

1月 17 日 パブリックコメントの実施

2月 24 日 教育委員会にて計画書の承認・決定

3月 中旬 3月定例市議会総務文教委員会にて報告
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津山市教育振興基本計画検討委員会 委員名簿

（職名は委員会設置時 敬称略）

氏 名 所属団体名・職名

委 員 長 住 野 好 久 中 国 学 園 大 学 中 国 短 期 大 学 副 学 長

副 委 員 長 須 江 健 治 株 式 会 社 す え 木 工 代 表 取 締 役 社 長

委 員 寺 元 貴 幸 津 山 工 業 高 等 専 門 学 校 教 授

〃 櫛 田 晃 稜 津 山 市 P T A 連 合 会 会 長

〃 仁 木 かおり 津 山 教 育 事 務 所 指 導 主 事

〃 北 山 浩 二 津 山 市 中 学 校 長 会 会 長

〃 小 池 尚 津 山 市 小 学 校 長 会 会 長

〃 矢 野 佳 子 津 山 市 立 幼 稚 園 長 会 会 長
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津山市教育振興基本計画（第３期）（案）に対する意見募集の実施結果について

１ 意見募集の概要

今後の本市教育が目指すべき方向や計画期間中に取り組むべき具体的な施策、目

標とする指標等を明らかにし、学校・家庭・地域が一体となって取り組むために策

定した標記の計画案に対し、広く市民等に意見を求めたものです。

２ 意見を募集した期間

令和 4年 1月 17 日（月曜日）から令和 4年 2月 14 日（月曜日）まで

３ 提出者数

ご意見をいただいた方の総数は 7名でその内訳は次のとおりでした。

（１）市内在住の個人 ・・・ 6名

（２）市外在住の個人（通勤者） ・・・ 1名

（３）市内に住所を有する団体 ・・・ 0団体

４ 提出方法

（１）電子メール ・・・ 6件

（２）ファックス ・・・ 0件

（３）郵 送 ・・・ 1件

５ 意見の内容

いただいたご意見を内容別にまとめると 23 件でした。内訳は次のとおりです。

（１）第 1章 津山市教育振興基本計画（第３期）の策定に対するご意見

・・・ 0件

（２）第 2章 本市教育の現状と課題に対するご意見 ・・・ 5件

（３）第 3章 計画期間に取り組む施策の基本的方向に対するご意見・・・13 件

（４）その他 ・・・ 5件
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